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13日㈪　�3.13旭川の経験を学び公契約条例を
全道に広げる市民集会（札幌市・北
海学園大学）

16日㈭　�春季生活闘争3.16中央行動（東京都）
17日㈮　2017春闘全国統一行動日
18日㈯　�青年部座長養成講座（～19日／札幌

市・自治労会館）
24日㈮　�第11回憲法問題連続講座（札幌市・

自治労会館）

JICHIRO スケジュール

３月

ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

道本部ホームページ

組合員専用ページは自治労北海道

忙中余話
で
三
番
目
が
『
仕
事
量
（
28
・

３
％
）』
で
あ
っ
た
。
現
在
、

国
会
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是

正
に
む
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
公
務
の
職
場
に
お
い

て
も
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
や

新
規
業
務
へ
の
対
応
な
ど
に
よ

り
、
看
過
で
き
な
い
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
の
制

約
な
ど
が
あ
る
な
か
で
未
払
い

残
業
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

法
律
で
規
定
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、
職
場
に
お

い
て
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
確
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

職
場
の
実
態
や
仲
間
の
気
持

ち
を
把
握
し
、
具
体
的
な
改
善

に
つ
な
げ
る
の
は
労
働
組
合
の

役
割
で
あ
り
、
今
こ
そ
、
労
働

組
合
の
出
番
で
あ
る
。
今
、
春

闘
で
改
善
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
が
多
く
の
単
組
で
実
践
で
き

る
よ
う
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
。�

（
河
井　

勝
）

　

道
本
部
が
実
施

し
た
春
闘
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
職
場
・

仕
事
の
不
満
・
不

安
」
の
項
目
で
一

番
多
か
っ
た
の

が
『

人

員

不

足

（
46
・
５
％
）』

　

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
６
年
、

２
号
機
の
格
納
容
器
内
の
空
間
放
射

線
量
が
推
定
で
最
大
毎
時
５
３
０
シ

ー
ベ
ル
ト
に
達
し
た
。
数
十
秒
で
人

が
死
亡
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
投
入

さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
も
１
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
と
こ
ろ
で
高
線
量
な
ど
の
影
響

で
故
障
し
た
。
圧
力
容
器
な
ど
を
解

体
し
て
作
業
が
す
べ
て
終
わ
る
ま
で

に
最
大
で
40
年
か
か
る
と
政
府
と
東

電
は
ま
と
め
て
い
る
が
、
先
行
き
が

見
え
な
い
。
後
片
付
け
も
で
き
な
い

原
発
。
や
は
り
人
間
社
会
と
原
発
は

共
存
で
き
な
い
。

る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
産
別
・
地
協
か
ら

の
決
意
表
明
が
あ
り
、
最
大
の

ヤ
マ
場
で
あ
る
３
月
15
日
、
引

き
続
く
中
小
の
た
た
か
い
に
産

別
、
地
協
が
連
携
し
、
要
求
実

現
に
む
け
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

削
減
に
取
り
組
む
」
と
し
た
う

え
で
「
長
時
間
労
働
の
是
正

は
、
単
な
る
規
制
の
強
化
や
か

け
声
だ
け
で
は
実
現
で
き
な

い
。
仕
事
量
の
削
減
や
仕
事
の

あ
り
方
ま
で
言
及
す
る
必
要
が

あ
る
。
働
き
方
改
革
が
前
進
で

き
る
よ
う
世
論
喚
起
を
は
か

上
限
規
制
と
同
一
労
働
同
一
賃

金
の
実
現
の
課
題
は
、
な
ん
と

し
て
も
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
労
働
基
準
法
70
年
の

歴
史
の
中
で
、
初
め
て
罰
則
付

き
の
上
限
規
制
を
設
け
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
こ
に
意
義
を
見

い
だ
し
、
労
働
時
間
の
実
質
的

　

難
波
副
委
員
長
は
「
自
民
党

の
憲
法
改
正
草
案
で
は
、
地
方

自
治
体
の
財
産
管
理
等
を
削
除

ス
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
合

え
る
場
に
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
地
方
自
治

総
合
研
究
所
・
其
田
研
究
員
よ

り
「
２
０
１
７
年
度
政
府
予
算

と
地
方
財
政
計
画
」
と
題
し
、

３
次
補
正
予
算
・
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
を
は
じ
め
と
す
る
骨

太
方
針
・
地
方
財
政
計
画
の
内

容
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
飛
田

研
究
員
よ
り
「
地
方
交
付
税
制

度
の
問
題
点
と
あ
り
方
検
証
」

と
題
し
、
現
状
の
交
付
税
算
定

の
状
況
と
、
今
後
の
変
動
要
素

に
つ
い
て
講
演
を
受
け
認
識
の

共
有
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、「
市

町
村
の
財
政
状
況
一
覧
～
財
政

指
標
の
見
方
」
に
つ
い
て
北
海

道
地
方
自
治
研
究
所
・
辻
道
研

究
員
は
「
２
０
０
４
年
の
財
政

危
機
を
経
て
、
夕
張
市
を
見
て

国
は
助
け
て
く
れ
な
い
こ
と
が

わ
か
り
、
各
自
治
体
は
基
金
を

積
ん
で
い
る
」
と
解
説
、
現
在

の
道
内
自
治
体
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

最
後
に
、
地
方
財
政
計
画
・

地
方
交
付
税
の
確
保
を
め
ざ

し
、
６
月
議
会
で
の
意
見
書
採

択
を
全
単
組
で
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え

た
。

し
て
お
り
、
地

方
自
治
体
の
固

有
の
財
源
で
あ

る
地
方
交
付
税

を
否
定
し
、
財

政
の
自
立
を
促

し
て
い
る
。
地

方
交
付
税
は
住

民
が
ど
こ
の
自

治

体
に

い

て

も
、
標
準
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る

も

の

」

と
述

べ
、「
地
方
自
治

や
公
共
サ
ー
ビ

　

２
月
22
日
、
札
幌
市
で
道
本

部
自
治
体
財
政
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
」
と

訴
え
た
。
ま
た
、
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
、「
今
月
、
一
つ
の
山

場
を
迎
え
る
。
長
時
間
労
働
の

　

出
村
会
長
は
、「
い
よ
い
よ
春

季
生
活
闘
争
の
山
場
を
迎
え

る
。
大
手
追
従
・
大
手
準
拠
の

発
想
転
換
、
公
正
取
引
の
徹
底

な
ど
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
提

起
し
て
き
た
。
結
果
、
要
求
段

階
で
大
手
を
上
回
る
中
小
組
合

も
多
数
出
て
き
て
い
る
。
こ
の

流
れ
を
止
め
ず
、
加
速
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
月
例
給
に

こ
だ
わ
っ
た
賃
金
改
善
の
流
れ

を
継
続
し
、
格
差
改
善
を
進
め

る
こ
と
が
、
経
済
の
好
循
環
の

実
現
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社

　

３
月
３
日
、
官
公
部
門
連
絡

会
が
、
人
事
院
北
海
道
事
務
局

に
要
求
書
を
提
出
し
た
。

　

高
倉
議
長
は
「
良
質
な
公

務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
は
、
人
材
確
保
の
観
点
も

含
め
、
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改

善
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い

る
。
職
場
で
は
、
自
然
災
害
に

対
す
る
対
応
も
加
わ
り
超
過
労

働
な
ど
大
変
な
思
い
で
職
務
を

執
行
し
て
い
る
。
職
務
に
相
応

し
い
労
働
条
件
を
確
保
す
る
こ

と
が
喫
緊
か
つ
重
要
な
課
題

だ
」
と
し
、「
賃
金
要
求
」「
非
常

勤
職
員
等
の
雇
用
・
労
働
条
件

の
改
善
」「
労
働
時
間
短
縮
」
な

ど
、
春
季
要
求
書
を
手
渡
し
、要

求
実
現
に
向
け
て
、
労
働
基
本

権
制
約
の
代
償
機
関
と
し
て
最

大
限
努
力
す
る
よ
う
求
め
た
。

連
合
北
海
道
は
３
月
９
日
、
札
幌
市
で
「
２
０
１
７
春
季
生

活
闘
争
勝
利
！
全
道
総
決
起
集
会
」
を
開
き
１
５
５
０
人
が

参
加
し
た
。
春
季
生
活
闘
争
は
す
べ
て
の
働
く
者
の
賃
金
の

「
底
上
げ
・
底
支
え
」
と
「
格
差
是
正
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

３
月
15
日
を
最
大
の
ヤ
マ
場
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

連合北海道・出村会長

2017年度政府予算など認識の共有をはかる

「賃金改善」を社会全体へ広げることを確認＝３月９日

連
合
北
海
道
官
公
部
門
連
絡
会

人
事
院
北
海
道
事
務
局
に
要
求
書
を
提
出

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
勝
利
！
全
道
総
決
起
集
会

月
例
給
に
こ
だ
わ
っ
た「
賃
金
改
善
」

労働時間の実質的削減を

地方自治総合研究所
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道
本
部
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体
財
政
セ
ミ
ナ
ー

地
方
財
政
計
画
・
交
付
税
の
確
保
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ち
ょ
っ
と

ち
ょ
っ
と

働
く
も
の
の

　
　ラ
イ
フ
＆
マ
ネ
ーひ
と
い
き
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３
月
４
日
、
札
幌
市
で「
３
・

８
国
際
女
性
デ
ー
全
国
統
一
行

動
北
海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、

１
３
６
人
（
う
ち
自
治
労
か
ら

54
人
）
が
参
加
し
、
自
治
労
道

本
部
・
三
浦
書
記
長
が
「
男
女

平
等
社
会
に
向
け
て
～
つ
な
が

ろ
う　

つ
な
げ
よ
う
～
」
と
題

し
、
講
演
し
た
。

　

三
浦
書
記
長
は
、「
道
庁
に
入

職
当
時
は
女
性
職
員
が
圧
倒
的

に
少
な
く
、
女
性
職
員
に
よ
る

お
茶
く
み
や
女
性
軽
視
が
あ
た

り
ま
え
の
時
代
・
職
場
環
境
の

中
で
、
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ

な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
、
組
合
活
動
に
関
わ
っ
て
き

た
。
女
性
自
ら
が
声
を
あ
げ
る

こ
と
、
女
性
同
士
で
話
し
合
え

る
場
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、「
今

あ
る
権
利
は
た
た
か
い
の
結

果
。
た
た
か
い
続
け
な
い
と
守

れ
な
い
。
運
動
を
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、「
女
性
が
組
合
で
力

を
発
揮
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
対
談
を
行
い
、
三
浦
書
記

長
は
「
労
働
運
動
は
み
ん
な
で

支
え
て
み
ん
な
で
や
っ
て
い
か

な
い
と
成
り
立
た
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
労

働
運
動
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
産
別
報
告
と
し
て

台
風
10
号
等
に
よ
る
災
害
対
応

等
の
報
告
と
し
て
、
自
治
労
南

富
良
野
町
職
の
川
邊
由
美
さ
ん

か
ら
報
告
を
う
け
、
最
後
に
集

会
総
括
、
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

て
終
了
し
た
。

全道から136人が参加。写真左下は、講演した三浦書記長＝３月４日、自治労会館

　

北
海
道
公
務
労
協
は
、
２
月

24
日
、
札
幌
市
・
自
治
労
会
館

で
「
北
海
道
公
務
労
協
春
闘
総

決
起
集
会
」
を
開
き
、
10
産
別

１
１
０
人
（
う
ち
自
治
労
か
ら

32
人
）
が
結
集
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
高
倉
議
長

（
国
公
連
合
）
は
「
連
合
に
結

集
し
、
公
務
公
共
部
門
の
役
割

を
認
識
し
、
全
力
で
春
闘
期
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
」

ま
ち

むかわ町

講師の太田先生は、地域おこし協力隊

の「恐竜隊員１号」

恐竜ワールド構想スタート!!

　むかわ町穂別地区ではかつて『クビナガ

リュウ』の化石が発見されたことで、町内

に博物館が設置され、現在では穂別地区一

帯が化石に関する重要な研究フィールドと

なっています。

　2003年に発見された骨化石の中に恐竜化

石がありましたが、発見後すぐに恐竜化石

とはわからず数年倉庫に保管されていまし

た。その後、恐竜化石と判明し、現在クリ

ーニング作業が進められています。

　恐竜時代の海と陸の化石が揃う恐竜ワー

ルド。この発見をきっかけに町全体をステ

ージとして、化石だけではないたくさんの

地域資源を生かして地域の活性化につなげ

ていきます。

　2016年４月には役場に「恐竜ワールド推

進グループ」が設置され、推進計画の策定

や民間組織の設立・支援を進めてきました。

　今年度の活動として化石研究に携わる講

師を招いた普及講演会の開催や、恐竜モニ

ュメントや看板なども設置され、また、

2016年７月には「むかわ町恐竜ワールドセ

ンター」という民間組織が発足し、情報発

信やグッズ製作、イベント開催を検討して

います。

　2017年度からは「恐竜ワールド推進グル

ープ」が「恐竜ワールド戦略室」へと変更

となり、本格的に事業をスタートし、むか

わ町恐竜ワールド構想を展開します。

� （むかわ町職　前田敏仁）

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
北
海
道
公
務
労

協
・
三
浦
事
務
局
長
（
自
治

労
）
か
ら
基
調
提
起
を
行
っ
た

後
、
公
務
労
協
・
吉
澤
事
務
局

長
よ
り
、
中
央
情
勢
報
告
を
受

け
た
。
吉
澤
事
務
局
長
は
、
今

春
闘
期
の
情
勢
・
課
題
に
つ
い

て
触
れ
た
う
え
で
、「
ト
ラ
ン
プ

リ
ス
ク
に
対
す
る
危
機
管
理
を

腹
に
据
え
て
１
年
間
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
春
闘

は
正
念
場
で
あ
る
。
職
場
か
ら

た
た
か
い
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
訴
え
集
会
を
終
え
た
。

北
海
道
公
務
労
協
春
闘
総
決
起
集
会

職
場
か
ら
た
た
か
い
つ
く
る

連
合
北
海
道「
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
」北
海
道
集
会

運
動
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

連合に結集し、取り組みを進めることを確認

〝
共
済
〟っ
て

�

『
た
す
け
愛
』な
ん
で
す

　

共
済
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
難
へ

の
経
済
的
負
担
を
保
障
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
基
本
的
な
仕
組
み

は
保
険
と
同
じ
で
す
が
、
理
念
や

対
象
者
が
異
な
り
ま
す
。
組
合
員

同
士
で
協
同
の
財
産
を
準
備
し
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
共
済
金
を
支

払
う
。つ
ま
り
利
用
す
る
こ
と
で
、

同
じ
組
合
員
で
あ
る
誰
か
の
こ
と

も
助
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
共
済

は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
生
協

が
提
供
す
る
制
度
で
す
。

組
合
の
活
動
で

〝
可
処
分
所
得
〟を
増
や
す
！

　

労
働
組
合
と
い
え
ば
、「
賃
上

げ
」
と
考
え
る
人
は
多
い
は
ず
。

そ
の
目
的
は
、
組
合
員
の
生
活
向

上
、つ
ま
り「
自
由
に
使
え
る
お
金

＝
可
処
分
所
得
を
増
や
す
」こ
と
。

　

一
方
で
労
働
組
合
で
は
、「
生
活

費
」
や
「
将
来
や
万
一
に
備
え
た

貯
蓄
」
な
ど
、
日
々
の
生
活
で
出

て
い
く
お
金
を
減
ら
す
こ
と
も

「
可
処
分
所
得
を
増
や
す
」
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
、「
じ
ち
ろ
う

共
済
」
の
活
用
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
必
要
な
保
障
を
手
ご
ろ
な
掛

金
の
共
済
で
用
意
す
れ
ば
、
資
金

を
有
効
活
用
し
て
、
生
活
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
合
員
が
組
合
員
の
た
め
に

つ
く
っ
て
き
た
制
度

　

組
合
員
だ
か
ら
こ
そ
利
用
で
き

る
各
種
共
済
は
、
組
合
員
が
組
合

員
の
た
め
に
つ
く
っ
て
き
た
制

度
。
だ
か
ら
組
合
員
の
生
活
（
職

場
環
境
）
に
寄
り
そ
っ
た
保
障
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
集
う
こ
と
で

生
ま
れ
る
力
が
あ
る
！

　

例
え
ば
、『
団
体
生
命
共
済
』
は

団
体
扱
い
の
掛
金
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
保
障
の
土
台

と
な
る
一
律
加
入
部
分
（
～
60
歳

組
合
員
本
人
）
は
年
齢
に
よ
る
掛

金
変
更
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
単
組
加
入
率
が
80
％
以

上
に
な
れ
ば
、
組
合
員
本
人
の
利

用
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。「
今
ま

さ
に
入
院
中
」な
ど
で
あ
っ
て
も
、

健
康
状
態
に
よ
る
新
規
利
用
の
制

限
が
な
く
な
り
ま
す
。

これだけは知っておきたい！

じちろうの“共済”

知りたいと思
った

そこのあなた
！

私が解説しま
す！

番
外
編

入って
て

よかっ
た！ 全道庁労連後志総支部

山本さん

日高町職　奈良さん

じちろう団体生命共済には、けがの通院
共済金があります。私がバスケットボー
ルの練習中に左膝靱帯を損傷したとき、
治療で通院したのは６日間でしたが、固
定具（シャーレ）を着けての治療で、30
日分の通院共済金が支払われました。じ
ちろう共済の良さを実感しました。

じちろうマイカー共済には15％の団体割引が
あります。日高町職では、じちろうマイカー
共済の見積りをしよう！と積極的に組合員に
声掛けをしています。その結果、既加入保険
等から「じちろうマイカー共済」へ移行する
組合員が増加し、組合員の生活向上につなが
っています。


